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意見内容 

 

○22/26/38GHz帯 FWA システムの高度化に関する技術的条件等 

 

 IPデータ量（監視カメラ映像ほか）の増加に伴い、自営無線網の帯域が不足しており、

エントランス回線の大容量化が求められています。また周波数有効活用の観点より、既存

のチャネル幅を超えることなく、1チャネル当たり 300Mbp相当の伝送を実現する方式が求

められています。 

よって、変調方式に「一二八値直交振幅変調」「二五六値直交振幅変調」の方式追加を希

望します。 
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